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水稲育苗における

コーティング肥料の利用

山形県農業技術課
専門技術員

大竹俊博

まえがき

山形県における水稲機械移植栽培は，昭和46年頃から

農家に普及しはじめたが，その省力性，従来の手植えに

よる重労働からの解放，収穫作業の機械化の進展と相侠

ち急速に拡大し， 48年には成苗手植え栽培面積を上廻り

55年には98%を超す面積に普及するに至っている。

機械移植の稲は，一般に本田での初期生育が劣り，秤

が細く，生育中期以降，過剰生育になる傾向があるので

倒伏し易い。良質米の生産には，倒伏しない稲づくりが

大切で、ある。倒伏させず，品質と多収とを両立させるポ

イントは，籾数の確保において梓に対する負担を軽減さ

せる，つまり，必要籾数は3 穂数を増加して確保するこ

とで3 それには，初期生育を促進させることが重要であ

る。

機械移植では，稚1:Ei・中苗を用し、るために，従来の成

苗手植えより，移植時期を1O~15 日早める必要がある。

しかし，移植時期を早めることは，特に本県のような寒

冷地域においては，移植時の気温，地水温が低いために

活着に日数を要し，初j羽生育の確保が困難で，穂数確保

に対しても，気象の影響による年次変動が大きいなど，

不安定性が指摘されてきた。

寒冷地稲作の基本は，早期に，必要な生育量を確保す

ることであるといわれ，そのためには，健苗，早植，特i

植が原則とされている。言い換えれば，必要とする茎数

を，できるだけ早期に確保することであるともいえる。

初期生育を促進させるには，まず，活着性の良い苗を

育てることである。活着性の良い商としては，第 1に葉

数の多いもの3 第2に乾物重の大きいこと，第3に充実

度〈商 1cm当りの乾物重〉の高いもの，第4に窒素， リ

ン酸等の養分保有量の多いこと，などがあげられる。

低瓶時に移植される稚苗の場合は，と〈に低温活着性

の良い商が要求されるが，これには，移植後の新根の発

生量が重要な意味を持っており，新根の発生と荷の窒素

濃度には，高い関係が認められている。このため，木県

では稚苗育百の施肥基準として，箱当り施肥量を基肥で

窒素 1~ 2 g， リン酸 2g，カリ 2gとし， 1. 5および 2

葉|時に，それぞれ窒素 1gの追肥を指導している。

次に，移植後の初j羽生育を促進させるには，窒素3 リ

ン酸を本田生育の初期に吸収させることが必要で，その

ために，移植直前に，育苗箱に弁当肥と称する追肥を行

うとか，移植後早期に，根域の土壌窒素濃度を高めるた

めの，活着期追肥などの技術が実施されている。

活着期追肥とは

分げつ数と窒素吸収速度(一定期間に吸収する窒素

量〉との聞には，高い相関があり，吸収速度が早いと，

サげつ数も多い 第 i図土壌窒素濃度と初期茎数
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の穂重型のlEI種よりも，基肥に施用した窒素が穂首分化

期前後まで残ると，下位節聞が伸長し，また 1穂、籾数

が過剰になり，倒伏し易くなる。したがって，基肥窒素

は，この頃までに残らない程度が適量ということになる。

窒素を増量する場合 第 i表活着期追肥の効果

は，その 1部を早期に

追肥(表層追肥〉すれ

ば，一時的に土壌中の

窒素濃度を高めて，か

っ，あとまで残る危険

性が少なし早期に茎

数が確保され，稲体が

充実する利点がある

(第1表〉。

フじ 活 乾物重比

肥 辺、1;王z 6/23 7/8 

100 100 
無窒素

2 113 118 

100 100 
窒素4k:r

2 133 113 

窒素6k9 120 131 

昭和必，山形県農業試験場

この追肥は，分げつを早期に確保することをねらいと

しているので，基肥の l部(分割基肥〉と考えられてお

り，活着後なるべく早い時期に，追肥することが必要で

活着期追肥とよんでいる。

このような初期生育促進の技術は，反面，労力を要し

機械化省力技術体系の中にあって，なじまない面もあ

り，また，条件によっては，必ずしも効率的とは言い難

い面も残されている。

さきに山形県農業試験場では3 このような機械移植の

特色をふまえて，健苗の育成と初期生育の安定促進をね

らいとして， コーティング肥料を使用した育苗で成果を

得ているが，本稿では， コーティング肥料育苗の現地農

家における適応性について，県内各農業改良普及所の協
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で子と

力によって検討した結果を述べてみたい。 の関係について，さらに現場での検討が必要と思われる。

コーティンゲ肥料を利用した育苗 (2) 肥料の混合方法の影響

1. ねらい 農家の現場における育苗床土と，コーティング肥料の

コーティング肥料を使用して，箱育苗におけ』る 1.5， 混合は，スコップや小型のミキサーで、行われたが，これ

2葉時の追肥を省くと同時に，移植後の活着期追肥の代 らの方法で混合した場合での3 肥料むらによる生育むら

替可能性につき検討した。 等の障害発生は認められなかった。

2. 実施方法および結果 (3) 商の養分含有率

(1)コーティング肥料による育市 首の養分含有率は第5表に示したが，窒素含有率は明

コーティング肥料(被覆燐硝安力n里ロング 100，N: らかに3 コーティング肥料区が高い値を示し CN03-N 

P205: K20=13:3:11)を使用した。 含量が高い〉カリはあまり差がなく， リン酸は対照区の

育苗は，稚苗方式8例，中苗方式5例計13例で，その 含有率が高い結果となった。

施肥法は第2表に示した。 育苗中の葉色は，窒素濃度と関連して 3 コーティング

床土と肥料の混合方法は，場所により異なるが，スコ 肥料区で終始濃い傾向を示した。

ップあるいはミキサーで、行った。 (4) 育苗床土の分析結果

出芽時の出芽器加温は 8例，無jJ肘IR5伊U，ハウス使用 育苗終了時に3 育苗箱から床土をとり出し，分析した

は 5 例で，ビニールトンネルは 8 例，なお，平均育I~i 日 結果を第 6表に示した。

第 2表稚苗，中苗の施肥法 その結果 pHはコーティング肥

fe>j区がや L高く， ECについては対

照区がや斗高い傾向であった。

育商において， ECが 1.5mV以

とでは，塩類濃度障害が発生し，ま

た根ーとり現象などが出易いといわれ

ているが3 中苗でのECの高さが若

干懸念される。

第 3表苗の分類

箱施肥(成分g/箱)
ー苗

区分 基 ß~ N 追肥 {脂 矛dチ

i}IJ 
N P20s K20 1.5葉l時 2葉時

初f~古[ 2 2 2 1 1 迫)j巴はすべてが2gでなく、世lJぷg又は無
対照区 迫)JBの例もあった。 q"首/nのl' 施)jBは

中苗 2 2 2 (2業1時) (3業1時) N : P205: K20各 lOg

コーアイ肥ン料グ区 稚・中苗 20 4.6 16.9 

数は，稚苗が28日，中苗で30日であ

っ7こ。

山形県における機械移植用苗での

稚苗3 中商につい-C，その基準の目

安は第3表のようである。

また，現地農家における育苗の結

果は第4表に示した。

その結果，稚苗・中苗における各

形質とも，対照区とコーティング肥

料区の差はほとんど認められない。

この値は平均値なので3 各育-rlEi;場所

聞の苗質の差は認められるが，総合

的な苗質で， コーティング肥料区が

対照区と同等か3 それ以上を示した

場所が13例中 9例であった。

コーティング肥料区が対照区より

も，僅か劣る結果を示した例は，ム

レ苗の発生など，育苗管理との関連

が大きい。また3 出芽器を使用しな

い無加温育苗の場合に，コーティン

グ肥料区苗が不安定になる傾向がみ

られ，温度条件と肥料成分の溶出と

}jlj 
苗の葉数 は極量 苗乾物重 第一葉 第二葉

苗 苗代日数 首 丈
(完全葉) (乾組) (100本) 平常 長 身 長

2.5葉
20-25日 180-220g 12-13cm 1 g前後 3.5cm 稚 苗 6.5cm 

(却-2.9)

3.5 

(3.o ~3.9) 
30~35 120-150 15~16 2 " 3.0 5.5 

中 苗

4.0 
35~40 80~120 16-18 3 " 2.5 4.5 

(4.o ~45) 

第 4表育苗結果

苗〉〈H 苦丈 葉齢 第一葉鞘長 第二葉身長 苗乾物重 充実度iJlj (cm) (枚) (cm) (cm) (g/100本) (乾物重mg/cm)

稚 対 照 区 11.8 2.6 3.3 5.9 1.27 107 

首 コーテイング区 11.6 2.6 3.2 5.5 1.22 105 

中 芦す 日召 区 13.5 3.0 3.0 5.4 1.65 122 

首 コーテイング区 13.8 3.1 3.2 5.7 1.69 122 
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と苗の窒素濃度は，ほぼ比例する傾向が認められた。

育苗終了H寺の，育苗箱におけるコーティング肥料の溶

出率は約26%前後，すなわち，育商箱の床土に残存する

コーティング肥料窒素量は，育苗11寺に施用した量の約74

%程度であった。山形県農業試験場の成績で、は，窒素残

存量が約65%の結果を得ており，この残存量は，育苗中

の温度管理や，濯水条件で多少の変動があるものと考え

られるが，これより算出すると， コーティング肥料区で

は，箱当り約14gの窒素が残ると推

定される。これを本田に移植すると

(10 a当り22箱)，本田に持込まれる

窒素量は10a当り約 300gとなり，

それが商の直下に入るために有効な

活着則追肥の役割を果すものと考え

られる。

3. コーティング肥料商の本wにおける初期生育
(1)発根力

鶴岡市で播種後24日目に稚l'Eiの根を襲除し，砂利1:栽培

で9日後の発恨量をみたのが第 7表である。

農業と

第 2図によれば

床土の無機態窒素

濃度と ECの関係

は，両!玄で異なり

コーティング肥料

区は，床土の窒素

濃度が高くても，

ECが上昇しにく

二¥叫ミ N P205 K20 

対照区 3.41 1.25 2.28 
税十曲.
コーティング区 4.08 0.90 2.63 

対 日目 IR 13.60 1. 29 2.47 
rl'i官
コーテイング区 4.21 0.96 2.43 

昭和56年 1月1日

苗の養分含有率

乾物%(平均値)

第5表

育苗培土の分析結果(育苗終了時)

二¥ぐご PH EC N (mg/乾二i二100g) 
1 : 5 

(H20) (mv/cm) NH，-N+N03-N 1 NH，-N 1 N03-N 

稚苗 対 日i¥ 区 4.26 0.93 20.1 1 18.4 1 1.7 

コーテイング区 4.74 0.85 91.5 1 48.2 I 43.3 

中市 対 照 4.38 1. 28 29 . 2 1 27. 9 I 1. 3 

Lーコーテイング区 4.86 1.19 96.8 1 57.3 I 39.5 26.2 

第 6表

し、性質を示している。

また，第 3図に示したように，床土の無機態窒素濃度

培土の無機態窒素と EC第 2図

発根力の調査結果

14.7 

山形県農業試験場

3.95 31. 5 

第 7表
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コーティング肥料区は最長根長が長く，発根量が多く

根毛の発生も明らかに多いことが観察され，山形県農業

試験場でも同様の結果を得ている。

なお，苗の窒素濃度と移植後の新根の発生量には，第

4図のような関係が認められており，移植時の苗の窒素

濃度が4%前後だと，新根の発生量が多く，コーティン

注)山形県農業試験場は30日的を関根し， 15日後に調査

200 

無機←N(I/l(//乾土 1009)

(・対照区
0コ ディング区

100 

。

第4図

培土の無機態窒素と苗の窒素含有量

苗の窒素濃度と発根の関係

(2.1葉 II~) (山形県農業試験場)
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グ肥料育苗苗は，窒素濃度の面でも，良好な栄養状態を

維持しているものと考えられる。 (NOg-Nは発根力に

大きく影響すると推察される〉。

(2) 初期生育

コーティング肥料で、育てたi!8を本田(基肥量は場所に

より異なるが平均して， N4.0， P2056.9， K206.6kg 

/10 a施用〉に移植して，対照区(移植後約7日後に活着

期追肥として，平均N2.1， P205 2.7， K20 3.1kg/10 a 

施用〉と移植後の茎数の増加率を比較した結果を，第8

表に示した。

第8表 初期の茎数増加量(平均値)

介寸工
移植後 20日 移 J直後 40日

挙丈(COl) 加茎率数(増% 草丈(cm) 茎1mI数t~(増幼

手苗It 対照区 27.6 265 39.9 512 
コーテイング区 28.6 322 39.9 526 

対照区 28.8 293 39.0 570 

1苗 コーテイング区 28.7 426 40.1 678 

茎数増加率は，移植l時の茎数を100とした以後の増加指数

その結果，コーティング肥料区では，草丈は対照区と

差がないが，茎数増加率は対照区(活着期追肥区〉より

も大きく，とくに移植後20日の初期ほど，差が大きい。

これは， コ{ティング肥料育苗苗は苗質，とくに窒素濃

度の高いことと共に，床土に残存している肥料の，本田

への持込み等の総合的効果と考えられる。

前述したように，一般に移植後の初期生育を促進させ

るには3 良質苗とともに，根域の土壌の窒素濃度を高め

ることが効果的なので，そのために，活着期の追肥が行

われているが(第5図)，コーティング肥料の場合は，持

込肥料が根に抱き込まれているか，根の直近にあるため

に，速かにその効果が現われるものと考えられる。

第5図 活着期追肥の影響(昭和46，庄内支場)

本/株

15 
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55日
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N2kg追肥 ，ノ
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10日 15日

追肥後日数

無追肥

20日

このような特性は，環境条件の不良な場所で効果が顕

著で，コーティング肥料育苗苗を標高の異なる場所に移

植した場合の，初期の茎数増加は第9表の通り，である。

移植後30日目のコーティング肥料育苗苗の茎数増加率

と 手，. 学〈毎月 l日発行) IIR和 :ï:.i ~f~2月l日第 291号

第9表 標高別初期茎数の増加量

標(m高) 
茎数増加率(%)

地区 区分

移30植日後 移40植日後

最白上川端町 190 対 照グ区区
367 135 

コーアイン 442 135 

最前上町森 320 対 照グ区区 404 129 
コーアィン 490 127 

最堺上町問 350 対照ク1区Z 334 159 
コーアイン 480 128 

ι 

茎数増加率:移植後30日は移値11寺を100とした指数

:移組後:10臼は，移結後30日を100とした指

は，標高の高い処で大きく，その後， 40日自の茎数増加

率は，対照区が標高の高いほど大となり，山間高冷地帯

における肥効の特徴がうかがわれる。なお，前森地区で

は，移植翌日に降霜の被害をうけたが， コーティング肥

料区は対照区に比較して，明らかに被害の程度が軽かっ

たことが観察されている。

全般的にコーティング肥料育苗苗は活着性が良く，初

期生育の速度も早まるが3 一部，対照区に劣る例も見ら

れ3 これは育苗時の苗質に，問題のある処であった。

なお，コーティング肥料の肥効持続は，生育，葉色等

から判断して， 6月一杯程度とみられ，穂首分化期頃に

は葉色が淡くなった。

4. コーティング肥料苗の玄米収量に及ぼす影響

コーティング肥料育苗苗の，本田における収量性につ

いては3 本田の生育中期以降の管理の影響もあり，正確

な調査結果は得られていないがp 穂数等の関係からも，

対照区と同等以上の結果を得ている処が多い。

昭和55年度は近来にない冷害年次で，本県でも，地域

により大きな被害をうけたが，やませの影響で被害を蒙

った尾花沢市の例で、は3 対照区，コーティング肥料区と

も，約20%の不稔発生であったが，対照区の~549kg の収

量に対し，コーティング肥料区は穂数，干粒重にまさり

660kg/10 aの成果を得ている。

5. 要約

コーティング肥料を水稲の箱育苗に使用し，農家の現

場における適応性を検討した結果は次のとおりである。

(1)、;窒索成分で20gの床土混合施用では，混合むらはみられず，適宜な

育商管理を行うことにより，障害もなく，追肥の必要もなかった。 i

(2) 移植時の前質は，苗丈， ~程齢，乾物重，窒素保有量等を総合すると

対照区と同等以上であった。

(3) "コーテイング肥料で育てた苗は，本田初期の茎数増加量が，対照活

着j羽追肥区よりもまさり，残存肥料の本国持込みも併せて， 活着期追肥以

上の追肥的効果が期待できることが認められた。

く4):~現場での育苗管理方法等により，肥料の溶出等に，若干の検討課題

は残されているが，適正な育苗管理による現場適応性が， 実証できたもの

と考えられる。


